
塗布後

CP－1工法仕様

○透明度の高いアクリル樹脂エマルション
の塗膜でタイルの意匠性を損なわずに
　外壁からの雨水侵入を防ぎます。
○撥水剤とは違い、水密性の高い塗膜で
　建物を水から守ります。
○仕上げのCPトップ半艶有は、耐汚染性
に優れています。

特　徴

タイル張り外壁からの雨水の浸入を防ぐ
透明アクリル樹脂エマルション

工程 使用材料 使用量 ㎏／㎡ 塗布方法
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下地の状態（目地やタイル形状）により、塗布量に差異が生じることがあります。



①材料が付着乾燥しますと取れませんので、塗布面周辺の養生を完全に行い、施工時建物の周辺に飛散しないようにして下さい。
②水洗後は塗装下地、特に目地部を十分に乾燥させてから次工程に移って下さい。乾燥不十分の場合、ムラ、剥離等の生じる原因となります。
③気温5℃以下、湿度80％以上または降雨、降雪、強風の場合は施工を避けて下さい。また、作業後に、降雨・降雪の恐れがある時は雨（雪）養生をして下
さい。なお、夜間の気温が氷点下になる恐れがある場合は、午後3時頃までに作業を打ち切るようにして下さい。

④施工後24時間以内に降雨、結露等水の影響で変色（白濁）が発生し、壁面に残る場合があります。
⑤清水で希釈する場合、希釈量を厳守して下さい。薄め過ぎるときれいに仕上らないことがあります。特に濃色や下地の吸い込みがない場合等は少なめに希
釈して下さい。

⑥常に結露が発生する地域・時期での施工は避けて下さい。
⑦工程間隔時間は充分取って下さい。
⑧安全衛生上の注意事項については、容器の表示も合わせてご参照下さい。
⑨材料の保管は気温5～35℃で、密封のまま直射日光を避け、屋内に貯蔵して下さい。長時間貯蔵したものは十分攪拌し、変質の有無を確認して下さい。
⑩シーリング材の上に施工する場合は、シーリング材の種類、材質によって汚染するまたは不適合が発生する場合があります。
⑪吸い込みの大きいタイル（レンガタイル等）、ラスタータイル（パール調）へ施工する場合は、最寄りの営業所へお問い合わせ下さい。
⑫タイル洗浄剤の取扱いには注意し、防護眼鏡やゴム手袋等を使用して下さい。
⑬タイル壁面洗浄の際、フッ酸、フッ化アンモニウム系洗浄剤は、仕上材の密着性不良の原因となりますので使用しないで下さい。
⑭油汚れ・排気ガス汚れ、及び析出・固着したシリカ分やカルシウム分を市販のタイル洗浄剤を用いて洗浄して下さい。タイル洗浄剤の選定に際しては、テ
スト洗いを行い、タイル表面の傷みや洗浄効果をよく確認してから選定して下さい。

⑮タイル張り仕上げ壁面の劣化・破損個所は、建設大臣官房官庁営繕部監修『建築改修設計基準及び同解説 平成11年版』（財団法人／建築保全センター編集・発
行）5.3タイル張り仕上げ外壁の改修に準じて改修して下さい。

　タイル部分張替え工法、目地ひび割れ改修工法、樹脂注入工法、∪カットシール材充填工法、アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法などの工法を
適切に選定し、改修して下さい。

⑯下地処理で使用するエポキシ注入材や、シーリング材用のプライマーが表面に付着した場合、時間経過と共に変色（黄変・白濁）剥離の原因となるため、溶剤
拭きで完全に除去して下さい。

⑰CPプライマー、CPトップは、溶剤系材料ですので、火気のあるところでは使用しないで下さい。屋内の取扱作業場には、局所排気装置を設けて下さい。
また、塗装に使用する電気機器は防爆仕様にして下さい。取扱いおよび塗装作業の周辺では、静電気や火花を発生する機器、器具等は使用しないで下さい。

施工・管理上の注意

基本物性

使用製品・荷姿

①取扱いは、できるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じて防塵マスク、保護メガネ、保護手袋を着用して下さい。
②取扱い後は、手洗い及びうがいを充分に行って下さい。
③子供の手の届かない所に保管して下さい。
④作業中・作業後は充分換気を行って下さい。
⑤廃塗材、廃容器、洗浄水等は、産業廃棄物処理業者に委託して処理して下さい。
⑥目に入った場合には、直ちに多量の水で15分以上洗い、できるだけ早く医師の診断を受けて下さい。
⑦誤って飲み込んだ場合には、できるだけ早く医師の診断を受けて下さい。
⑧中身を使い切ってから廃棄して下さい。
⑨皮膚に付着した場合には、直ちに石鹸と多量の水で洗い落とし、痛み、または外観に変化があるときには医師の診断を受けて下さい。
⑩臭い、蒸気等を吸い込んで気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診断を受けて下さい。

＊詳細な内容が必要な場合には、（製品）安全データシート：MSDS（SDS）をご参照下さい。

安全衛生上の注意

製品名 入れ目 備　考
CPプライマー
クリアプラス
CPトップ半艶有り

14㎏
16㎏
12㎏

主剤13㎏：硬化剤1㎏
16㎏

主剤11㎏：硬化剤1㎏

項　目 性状・性能 備　考

2.47

2.02

   2rpm  2,000,000
20rpm        50,000

3.5

BH型粘度計

BH型粘度計

JIS K 5400

JIS A 6021

JIS A 6021

0

2.7

250

ひび割れ、剥がれ等異常なし

付着強さ
N／㎟

温冷繰り返し後の付着強さ
N／㎟

粘度（mPa・s／23℃）

TI（23℃）

タレ性（㎜）

引張強さ（N／㎟）

破断時の伸び率（％）

促進耐候性（2500hr）
光沢保持率（％）

JIS K 5600
キセノンランプ法

〒163-0825
東京都新宿区西新宿2-4-1 新宿NSビル25F 私書箱第6086号
TEL. 03-5381-1555　FAX. 03-5381-1566

技術グループ
［防水材の設計・開発］

つくば工場
［防水材の製造］

技術サービスチーム
［防水材の設計・開発］
浮島工場　シート製造課
［防水材の製造］

つくば工場
［ウレタン防水材の製造］

東 京 支 店／TEL.03－5381－0231　 FAX.03－5381－0232
大 阪 支 店／TEL.06－6292－0511　 FAX.06－6292－0522
名古屋支店／TEL.052－735－3991　 FAX.052－735－3992
札幌営業所／TEL.011－804－8050　 FAX.011－804－8061
仙台営業所／TEL.022－207－5010　 FAX.022－207－5011
新潟営業所／TEL.025－365－3010　 FAX.025－365－3011

さいたま営業所／TEL.048－646－4870　 FAX.048－646－4871
千葉営業所／TEL.047－436－1581　 FAX.047－436－1584
多摩営業所／TEL.042－402－5200　 FAX.042－402－5201
横浜営業所／TEL.045－290－9751　 FAX.045－290－9755
広島営業所／TEL.082－568－6085　 FAX.082－262－7212
福岡営業所／TEL.092－432－9220　 FAX.092－432－9221

（’14.3月現在）
’14.03. 1,000 DFC


